


広報ひの

２
５
９
０
万
円
の
赤
字
決
算

平
成　

年
度
一
般
会
計

１８

平
成　

年
度
の
ま
ち
の
歳
入
歳
出
の
決
算
が
、

１８

第
５
回
町
議
会
定
例
会
（
９
月
議
会
）
で

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

町
税
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ
る
歳
入
減
、

返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
公
債
費
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は

１８

約
２
５
９
０
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
が
ど
の
よ
う
に
お
金
を
使
っ
た
の
か
、

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ち
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と

６
つ
の
特
別
会
計
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年
４
月

１８

１８

～
平
成　

年
３
月
）
の
一
般
会
計

１９

当
初
は
約
２
億
５
１
９
９
万
円

の
財
源
不
足
額
（
赤
字
額
）
を
計

上
し
て
い
ま
し
た
が
、
決
算
は
、

歳
入
総
額
（
ま
ち
に
入
る
お
金
の

総
額
）
約　

億
２
４
７
６
万
円
か

３０

ら
歳
出
総
額
（
ま
ち
が
支
払
う
お

金
の
総
額
）
約　

億
４
４
３
０
万

３０

円
を
差
引
い
た
約
１
９
５
４
万

円
に
、
繰
越
明
許
費
（
翌
年
度
に

繰
越
す
経
費
）
約
６
３
６
万
円
を

加
え
た
約
２
５
９
０
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
当
初
見
込
ん
で
い
た
赤
字
額

の
９
割
近
く
を
縮
小
で
き
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
要
因
に
は
、
徹
底
し
た
経

費
削
減
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
当

初
見
込
み
よ
り
は
地
方
交
付
税

が
多
く
交
付
さ
れ
た
こ
と
や
、
平

成　

年
度
か
ら
の
繰
越
金
が

１７
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

徹
底
し
た
経
費
削
減
な
ど
に
よ
り

当
初
見
込
み
よ
り
赤
字
額
を
約
９
割
縮
少
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3 広報ひの

昨
年
度
決
算
よ
り
約　

㌫
減

１０

半
分
以
上
を
地
方
交
付
税
に
頼
る

　　

平
成　

年
度
決
算
の
一
般
会
計

１８

に
お
け
る
歳
入
約　

億
２
４
７
６

３０

万
円
（
前
年
度
決
算
に
比
べ
約　
１０

㌫
減
）
の
内
訳
は
上
の
グ
ラ
フ
に

示
し
た
と
お
り
で
す
。

　

全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
な

も
の
か
ら
見
る
と
、
ま
ち
の
行
政

規
模
な
ど
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
地
方
交
付
税
が
約　

億
７

１６

２
８
９
万
円
（
全
体
の　

・
３
㌫
）、

５５

町
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
の
町

税
が
約
３
億
６
５
２
０
万
円
（
全

体
の　

・
１
㌫
）、
ま
ち
が
借
り
入

１２

れ
る
町
債
が
２
億
４
２
９
１
万
円

（
全
体
の
８

㌫
）、
県
か
ら
支
払

わ
れ
る
補
助
金
な
ど
の
県
支
出
金

が
約
１
億
８
７
８
４
万
円
（
全
体

の
６
・
２
㌫
）
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
入
を
財
源
の
性
質
別
に
見
る

と
、
ま
ち
が
自
主
的
に
収
入
で
き

る
自
主
財
源
（
町
税
、
施
設
使
用

料
、
手
数
料
、
繰
越
金
な
ど
）
が

約
７
億
３
９
０
万
円
（
全
体
の　

・
２３

３
㌫
）、
国
・
県
に
よ
り
定
め
ら
れ

た
金
額
を
収
入
と
す
る
依
存
財
源

（
地
方
交
付
税
、
町
債
、
県
支
出

金
な
ど
）
が
約　

億
２
０
８
６
万

２３

円
（
全
体
の　

・
７
㌫
）
と
な
り

７６

ま
す
。

底
を
つ
く
ま
ち
の
貯
金

平
成　

年
度
は
繰
り
入
れ
せ
ず

１８

 　

ま
ち
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で
、

１７

ま
ち
の
貯
金
で
あ
る
基
金
（
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
な
ど
）
を

取
り
崩
し
て
収
入
と
し
、
実
質
赤

字
部
分
に
補
て
ん
し
て
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
決
算
に
お
い
て
は
、
国

に
返
還
す
る
和
牛
導
入
基
金
な
ど

の
目
的
基
金
の
取
り
崩
し
は
一
部

行
い
ま
し
た
が
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
の
残
高
も
残
り
少
な
く
な
っ

て
お
り
（
約
１
億
５
９
０
０
万
円
）、

赤
字
解
消
の
た
め
の
取
り
崩
し
は

行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
般
会
計
決
算 
歳
入

一般会計

歳 入
３０億２,４７５万９,９４８円

▼その他（※１）

　分担金及び負担金、使用料及び手数料

　財産収入・寄付金、繰越金

▼その他（※２）

　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、地方消費税交付金

　株式等譲渡所得割交付金、自動車取得税交付金

　地方特例交付金、交通安全対策特別交付金



4広報ひの

平成１８年度一般会計歳入決算集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比（㌫）比較増減前年度決算額本年度決算額科　目

０.９３,２５８３６５,２０１町　税

△１２.８１△１７,１２４１１６,５０１諸収入

△９１.５３△２２６,３３６２０,９５３繰入金

△３.０６△５２,７６２１,６７２,８９２地方交付税

△２０.０３△６０,８２５２４２,９１０町　債

△１７.２０△３９,０２５１８７,８３７県支出金

△３９.５６△５２,２０１７９,７６３国庫支出金

９４.４３９７,７４１２０１,２４７その他（※１）

７.８２９,９７５１３７,４５７その他（※２）

△１０.０３△３３７,２９９３,０２４,７６０計

減
少
す
る
ま
ち
の
収
入

財
源
確
保
に
ご
協
力
を

　　

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
の
減
少

や
、
人
口
・
所
得
の
減
少
に
よ
る

税
収
減
な
ど
、
ま
ち
の
収
入
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

財
源
確
保
の
た
め
、
現
在
、
ま

ち
で
は
固
定
資
産
税
率
、
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の

引
き
上
げ
を
昨
年
度
か
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
７
月
か
ら

は
ご
み
処
理
手
数
料
の
値
上
げ
を

行
い
、
ま
ち
の
皆
さ
ん
に
負
担
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
町
税
な
ど
の
未
収
額
約
１
億
円

徴
収
に
全
力
を

　　

平
成　

年
度
一
般
会
計
決
算
に

１８

お
い
て
は
、
合
計
約
１
億
円
の
未

収
金
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
内
訳

は
、
町
税
（
町
民
税
・
固
定
資
産

税
）
約
１
０
８
８
万
円
、
住
宅
使

用
料
約
２
５
８
万
円
、
住
宅
新
築

資
金
等
貸
付
金
元
利
収
入
約
７
８

１
８
万
円
と
、
震
災
復
興
に
要
し

た
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
元
利
収

入
約
８
４
１
万
円
な
ど
で
す
。
こ

れ
ら
多
額
の
未
収
金
も
町
の
財
政

を
圧
迫
し
て
い
る
大
き
な
原
因
の

ひ
と
つ
で
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
も

約
２
１
８
３
万
円
の
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
額
な
ど
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
担
当
者
を
は
じ
め

管
理
職
ら
で
特
別
チ
ー
ム
を
作
り
、

全
力
で
未
収
金
の
徴
収
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。



前
年
度
に
比
べ
６
㌫
減

約　

億
４
４
３
０
万
円
を
支
出

３０

　　

平
成　

年
度
決
算
の
一
般
会
計

１８

に
お
け
る
歳
出
約　

億
４
４
３
０

３０

万
円
（
前
年
度
決
算
に
比
べ
約
６

㌫
減
）
の
内
訳
は
下
の
グ
ラ
フ
に

示
し
た
と
お
り
で
す
。

　

全
体
に
占
め
る
割
合
の
大
き
い

順
で
見
る
と
、
ま
ち
が
借
金
を
し

て
事
業
を
行
っ
た
町
債
の
返
済
金

で
あ
る
公
債
費
が
約
７
億
５
２
９

５
万
円
（
全
体
の　

・
７
㌫
）、
西

２４

部
広
域
行
政
管
理
組
合
負
担
金
や

防
災
行
政
無
線
設
備
整
備
、
庁
舎

管
理
な
ど
の
全
体
的
な
管
理
事
務

に
使
わ
れ
た
総
務
費
が
約
５
億
６

０
２
０
万
円
（
全
体
の　

・
４
㌫
）、

１８

福
祉
・
介
護
、
保
育
所
運
営
な
ど

に
使
わ
れ
た
民
生
費
が
約
４
億
９

５
９
２
万
円
（
全
体
の　

・
３
㌫
）、

１６

保
健
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
へ
の

繰
出
金
や
ご
み
処
理
な
ど
の
三
町

衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
日
野
病

院
へ
の
負
担
金
な
ど
に
使
っ
た
衛

生
費
が
約
４
億
３
０
４
５
万
円

（
全
体
の　

・
１
㌫
）
と
な
っ
て

１４

い
ま
す
。

借
金
返
済
が
ピ
ー
ク

当
分
の
間
赤
字
の
見
通
し

　　

現
在
、
各
種
事
業
や
鳥
取
県
西

部
地
震
の
復
興
経
費
な
ど
の
借
金

返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
お
り
、

今
後
当
分
の
間
赤
字
決
算
が
続
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
少
し
で
も
早
く
赤

字
財
政
か
ら
脱
出
す
る
た
め
、
現

在
も
引
き
続
き
町
長
は
じ
め
職
員

の
人
件
費
を
減
額
、
ま
た
議
員
、

教
育
委
員
、
農
業
委
員
の
報
酬
も

削
減
し
て
い
ま
す
。

　

各
種
事
業
に
か
か
る
経
費
も
徹

底
的
に
見
直
し
、
支
出
を
最
小
限

に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ま
ち
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
工
夫
し
て
経
費
削
減

に
務
め
て
い
ま
す
。

5 広報ひの

一
般
会
計
決
算 
歳
出

一般会計

歳 出
３０億４,４３０万４,１７０円



6広報ひの

平成１８年度一般会計歳出予算性質別集計表
（単位：千円、△減額）

対前年度比（㌫）比較増減前年度決算額本年度決算額科目

△１１.５３△８０,６７６６１９,０６９人件費

△２１.５５△６１,２５３２２３,０１２物件費

△３９.８１△８,６０１１３,００５維持補修費

１.５７２,１４３１３８,２６７扶助費

△０.０８△５５２６５６,１０９補助費

△２４.３７△５９,８７０１８５,７５８普通建設事業費

△３７.７１△２０,５５１３３,９４６災害復旧事業費

５.９９４３,０３１７６０,９７８公債費

２５.３１１４０６９３積立金

３.４５１,４８９４４,７０７貸付金

△３.７９△１４,５２６３６８,７６０繰出金

△６.１４△１９９,２２６３,０４４,３０４計

　

今
年
９
月
、
今
年
度
の
県
内
市
町
村
の
実
質
公
債
費
比
率
が
公
表

さ
れ
、
日
野
町
は　

・
２
㌫
（
昨
年
度
に
比
べ
７
・
８
㌫
上
昇
）
と

３０

県
内
で
最
も
高
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
が　

㌫

を
越
え
る
と
、
一
部
の
起
債
に
規
制

２５

が
か
か
り
ま
す
。

今
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は

県
内
で
最
も
高
い　

・
２
㌫

３０

▼
実
質
公
債
費
比
率
と
は

　

標
準
財
政
規
模
（
税
収
入
額
等
に
普
通
交
付
税
を
加
え
た

額
）
に
対
す
る
自
治
体
の
借
金
で
あ
る
起
債
の
返
済
額
の
割
合

の
こ
と
。

　

起
債
の
返
済
額
に
は
、
水
道
と
下
水
道
等
公
営
企
業
分
や

一
部
事
務
組
合
の
負
担
金
の
う
ち
、
起
債
の
返
済
額
に
あ
た

る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
比
率
は
平
成　

年
度
か
ら
新
し
く
導
入
さ
れ
た
指
標

１８

で
す
。



7 広報ひの

独
自
に
運
営
さ
れ
る

６
つ
の
特
別
会
計

　　

一
般
会
計
と
は
別
に
、
ま
ち
に

は
６
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
約
４
億
３
８
０
０
万
円

に
対
し
歳
出
総
額
約
４
億
３
７
６

９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
に
医
療
給

７５
付
を
行
う
老
人
保
健
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も

に
約
７
億
２
９
９
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

要
介
護
認
定
者
へ
の
給
付
な
ど

を
行
う
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
約
５
億
３
９
３
２
万
円
、

歳
出
総
額
が
約
５
億
２
５
２
２
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
施
設
管
理
な
ど
を

行
う
簡
易
水
道
特
別
会
計
で
は
、

歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も
に
約

１
億
４
５
０
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で

は
、
歳
入
総
額
、
歳
出
総
額
と
も

に
約
１
億
３
８
４
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

排
水
処
理
施
設
の
維
持
管
理
な

ど
の
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
で
は
、
歳
入
総
額
、
歳
出
総
額

と
も
に
約
６
０
４
９
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
健
全
な
運
営
の
た
め

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰
出
金

　　

特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
見
る

と
、
い
ず
れ
の
会
計
も
歳
入
・
歳

出
と
も
に
同
額
ま
た
は
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
一
般

会
計
か
ら
合
計
約
３
億
４
５
３
２

万
円
を
繰
出
し
て
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
多
額

の
繰
出
金
が
一
般
会
計
を
圧
迫
す

る
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
借
金
を
し
て
施
設
整
備

な
ど
を
行
っ
た
簡
易
水
道
特
別
会

計
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で

は
、
平
成　

年
度
末
で
合
計
約　

１８

２９

億
円
の
借
金
残
高
が
あ
り
、
そ
の

返
済
に
繰
出
金
が
多
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
に
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ

り
ま
す
。
ま
ち
で
は
、
現
在
行
っ

て
い
る
下
水
道
料
金
の
値
上
げ
や

加
入
促
進
を
は
じ
め
、
未
収
金
の

徴
収
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
務
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
な
ど

の
給
付
費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

は
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
な

ど
、
医
療
費
自
体
を
抑
え
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
決
算

平成１８年度会計別決算の状況
（単位：千円）

歳入歳出差引額歳出決算歳入決算会      計      名

３０３４３７,６９１４３７,９９４国民健康保険

 
特   
別   
会   
計 

０７２９,９９３７２９,９９３老人保健

１４,１０９５２５,２１５５３９,３２４介護保険

０１４５,０３４１４５,０３４簡易水道

０１３８,３９９１３８,３９９公共下水道事業

０６０,４９０６０,４９０農業集落排水事業

▼黒坂会場（町公民館 )　日時：１１月６日 ( 火 ) 午後７時～
▼根雨会場（山村開発センター )　日時：１１月９日 ( 金 ) 午後７時～

 

問合せ　役場総務企画課（電話７２‐０３３１）
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今
回
の
会
議
で
は
、
大
き
く
分

け
て
、「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
」「
ご
み
処
理
の
問
題

に
つ
い
て
」「
農
業
振
興
に
つ
い

て
」
の
３
つ
の
課
題
が
意
見
と
し

て
出
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
活
動
へ

ま
ち
か
ら
も
支
援
を

　

主
な
意
見

▼
高
齢
化
が
進
み
、
根
雨
地
区
婦

人
会
も
な
く
な
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
現
在
、「
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
」
に

参
加
し
、
町
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

事
業
の
際
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
手

さ
げ
袋
を
作
っ
た
り
、
日
野
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係

の
も
の
を
楽
し
く
作
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

若
者
の
参
加
が
少
な
く
、
後
継
者

の
育
成
が
課
題
で
あ
る
。

▼
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
。
ひ

の
っ
こ
保
育
所
に
子
育
て
支
援
室

「
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
」
が
設
け
て

あ
る
が
、
も
う
少
し
充
実
し
て
ほ

し
い
。
教
育
と
保
育
が
入
っ
て
い

な
い
と
子
育
て
支
援
は
難
し
い
の

で
は
。
調
整
役
と
な
る
担
当
課
が

ほ
し
い
。

▼
月
２
回
行
わ
れ
て
い
る
高
齢
者

の
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
弁
当

作
り
）
に
つ
い
て
、
現
在
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
さ
れ
て
い
る
が
、
弁

当
業
者
が
宅
配
し
た
い
と
い
う
話

が
あ
る
。

▼
そ
れ
は
い
い
こ
と
だ
と
思
う
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
限
界
が
あ
る
。

▼
黒
坂
で
は
業
者
が
回
っ
て
い
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
や
は
り
家
庭

料
理
に
近
い
も
の
が
い
い
と
の
こ

と
で
現
在
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

▼
小
学
校
の
運
動
会
と
町
民
運
動

会
を
一
緒
に
す
れ
ば
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
の
で
は
。

高
齢
者
と
若
者
の
接
点
作
り
が
必

要
。
１
～
２
回
や
っ
て
み
た
ら
ど

う
か
。

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど

ご
み
の
減
量
化
、
経
費
節
減
を

 

主
な
意
見

▼
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
を
町
民
に
再
認
識
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
。
日
野
町
は

県
下
で
も
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低
い

の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
く
べ
き
。

▼
在
部
は
可
燃
ご
み
も
置
き
場
を

定
め
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
収

集
し
て
い
る
。
ま
ち
部
で
も
不
燃

ご
み
同
様
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式

に
し
た
ら
ど
う
か
。
そ
の
方
が
収

集
経
費
も
安
く
な
る
の
で
は
。

▼
ま
ち
部
で
は
ご
み
置
き
場
の
確

保
が
難
し
い
。

▼
空
き
地
な
ど
を
利
用
す
る
な
ど
、

自
治
会
で
解
決
し
て
ほ
し
い
。

▼
在
部
で
は
協
力
し
て
屋
根
つ
き

の
置
き
場
を
作
っ
て
い
る
。
ま
ち

部
で
も
同
じ
よ
う
に
や
っ
て
は
ど

う
か
。

▼
ご
み
処
理
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
各
自
治
会
で
行
っ
て
み
て
は
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

 

主
な
意
見

▼
前
回
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で

は
、「
農
業
は
高
齢
者
ば
か
り
で

行
き
詰
ま
っ
て
い
る
」「
ど
こ
の
農

家
に
も
保
障
し
て
も
ら
え
る
制
度

が
必
要
」「
過
疎
の
農
業
を
ど
う
す

る
の
か
、
農
業
委
員
が
中
心
と

な
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」
な
ど
の

意
見
が
出
た
。

▼
委
員
の
皆
さ
ん
に
農
業
の
大
変

さ
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
水

路
等
の
清
掃
を
体
験
し
て
み
て
は

ど
う
か
。
こ
う
い
う
こ
と
は
机
の

上
で
言
っ
て
い
て
も
だ
め
で
あ
る
。

▼
休
耕
田
で
ソ
バ
や
ダ
イ
ズ
を
栽

培
し
て
活
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

農業はまちの最大産業

各委員から意見が出し合われる
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気
分
が
落
ち
込
み
、
何
も
す
る

気
が
起
き
な
く
な
っ
た
り
、
何
を

し
て
も
楽
し
い
と
思
え
な
く
な
る

こ
と
は
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、

ふ
つ
う
は
い
つ
の
間
に
か
元
気
を

取
り
戻
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ

う
し
た
抑
う
つ
状
態
が
い
つ
ま
で

も
続
き
、
な
か
な
か
回
復
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
う
つ

（
う
つ
状
態
・
う
つ
病
）
で
す
。

　

う
つ
は
、
決
し
て
特
別
な
人
が

か
か
る
病
気
で
は
な
く
誰
も
が
か

か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
厚
生

労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
約　
１５

人
に
１
人
以
上
が
う
つ
を
経
験
す

る
と
い
う
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。

　

う
つ
は
、
適
切
な
治
療
や
ケ
ア

を
受
け
れ
ば
回
復
す
る
病
気
で
す

が
、
放
っ
て
お
く
と
日
常
生
活
全

般
に
わ
た
っ
て
消
極
的
に
な
り
、

健
康
状
態
や
疾
病
を
悪
化
さ
せ
る

な
ど
、
心
身
両
面
に
好
ま
し
く
な

い
影
響
を
与
え
る
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。「
お
か
し
い
な
…
」
と

思
っ
た
ら
、
精
神
科
や
心
療
内
科

で
ご
相
談
い
た
だ
く
か
、
下
記
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　１１月のがん検診の日程は次のとおりです。受診される方は、配布した受診票を持参
のうえ受診してください。　　問合せ：役場健康福祉課　担当　伊田（電話７２‐０３３４）

子宮がん・乳甲状腺がん検診
対象地区受付時間会　場実施日

根雨２～４区、三谷１・２区、
貝原、高尾、濁谷、門谷、秋縄、
三土、舟場、津地、安原

午後１時～午後２時
山村開発
センター

１１月２０日（火）

根雨５・６区、下榎１・２区午後１時～午後２時
山村開発
センター

１１月２１日（水）

「
う
つ
」は
治
療
で
き
る
病
気
で
す

 

連絡先　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）

　　　　日野総合事務所福祉保健局

  　　　　　　　　　　　（電話７２‐２０３７）

障害がある人への相談支援事業を行っています　
 

　まちでは、障害がある人への支援として、昨年１０月から相談支援事業を行っています。これは、障害
がある人、その保護者・介護者などからの相談に応じ、必要な情報提供や権利擁護のための必要な援助な
どを行うものです。まちでは、役場健康福祉課の窓口のほか、まちが委託している次の５つの相談窓口で
相談に応じています。困ったことなどありましたら、お気軽にご相談ください。
 

相談窓口　①障害者生活支援センターすてっぷ（米子市道笑町２-１２６-４）：電話（０８５９）３７‐２１２０
　　　　　②障害者生活支援センターまちくら（米子市内町１２２）：電話（０８５９）３５‐５６４７
　　　　　③相談支援事業所　エポック翼（米子市米原１４６０‐７）：電話（０８５９）３６‐２００５
　　　　　④支援センターのぞみ（米子市夜見町３００１‐１）：電話（０８５９）３０‐０５５０
　　　　　⑤障害者支援センターさかいみなと（境港市外江町３４１３‐３）：電話（０８５９）４４‐２４７２
問　合　せ　役場健康福祉課（電話７２‐０３３４）
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体力づくり・地域づくりにさわやかな汗
　

　町民の健康づくりと地域どうしの親ぼくを深めるため、恒例の町民体育祭が、９月
２３日に開かれました。（根雨地区大会：会場＝根雨小学校グラウンド、黒坂地区大会：
会場＝黒坂小学校グラウンド）
　会場では、綱引き、リレー、関所やぶりなどの競技が、地域ごとに結成されたチー
ム対抗で行われ、また応援席からは健闘をたたえる歓声が響き渡りました。
▼大会結果（総合優勝のみ掲載）
　根雨地区大会　総合優勝：２組（根雨３区・４区）
　黒坂地区大会　総合優勝：３軍（黒坂４区・５区）

町
民
体
育
祭総合リレー、一斉にスタート（根雨）

黒坂地区大会恒例の入場演技。１軍はダルマの３・３・７拍子（黒坂）

・ ・ ・
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借り物競争もひと苦労（黒坂）

熱気も最高潮の総合リレー（黒坂）

仲良く息を合わせて（黒坂）
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町
子
ど
も
育
成
会
議
か
ら

 　

９
月　

日
、
第
５
回
会
議
を
開

２５

き
、「
保
育
所
・
小
・
中
・
高
等
学

校
の
連
携
」
を
テ
ー
マ
に
協
議
さ

れ
ま
し
た
。

　

昔
の
よ
う
に
集
落
で
、
上
級
生

と
遊
ぶ
こ
と
は
少
な
く
な
り
、
伝

え
た
い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
我
慢
す
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
り
す
る
児
童
・
生

徒
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成　

年
度
か
ら
国

１８

の
委
託
研
究
事
業
「
豊
か
な
体
験

活
動
推
進
事
業
」
を
受
け
、
学
校

教
育
に
お
け
る
様
々
な
体
験
活
動

を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
育
む
た

め
、
２
年
間
行
っ
て
い
る
事
業
内

容
を
事
務
局
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
町
内
の
保
育
所
・
小

学
校
・
中
学
校
と
高
等
学
校
の
連

携
活
動
と
し
て
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
、
稲
作
な
ど
の
勤
労

生
産
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
を
各
学
校
ご
と
に
連
携
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
を
各
学
校
長
の

説
明
を
加
え
、
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ど
の
学
校
か
ら
も
、

異
年
齢
の
人
と
の
交
流
の
中
か
ら

思
い
や
り
の
心
や
優
し
さ
を
表
現

す
る
方
法
を
学
ん
だ
り
、
自
尊
心

や
達
成
感
を
味
わ
っ
た
り
効
果
は

確
実
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
内
の
学
校
の
連
携
し

た
活
動
は
重
要
と
の
意
見
が
大
半

を
占
め
ま
し
た
が
、「
保
育
所
と

小
学
生
の
連
携
で
得
た
も
の
が
次

の
小
学
生
と
中
学
生
又
は
高
校
生

の
連
携
に
繋
が
っ
て
い
る
か
？
」

「
保
護
者
の
参
加
や
教
師
の
関
わ

り
が
十
分
な
の
か
？
」
と
い
っ
た

厳
し
い
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
の
委
員
の
中
か
ら
「
保

護
者
が
必
ず
し
も
同
じ
方
向
を
向

い
て
活
動
し
て
い
な
か
っ
た
り
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ま
っ
た
く
参
加
し

な
い
保
護
者
も
い
る
。
保
護
者
の

連
携
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
」

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
小
学
校
の
統
合
で
は

な
く
、
小
規
模
校
の
た
め
出
来
な

い
こ
と
を
横
の
連
携
を
図
り
行
う

と
か
、
教
師
の
能
力
向
上
の
た
め

上
下
の
学
校
を
行
き
来
す
る
な
ど

様
々
な
連
携
を
模
索
す
る
案
も
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
既
存
の
学
校
を
存
続

し
た
ま
ま
で
、
連
携
し
て
行
う

小
・
中
学
校
一
貫
教
育
」
に
も
議

論
が
及
び
、
次
回
の
子
ど
も
育
成

会
議
で
内
容
を
議
論
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
子
ど
も
育
成
会
議
で
は
、
会

議
で
の
意
見
を
ま
と
め
、
町
に
提

言
し
て
い
き
ま
す
。
次
の
時
代
の

ま
ち
を
担
う
若
い
力
を
育
む
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
も
積
極
的
に
教
育

活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
議
案　

日
野
町
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　

こ
の
規
則
に
基
づ
い
て
、
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
は
本

人
の
住
所
地
の
属
す
る
学
校
に
在
学
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
町
内
に
就
学
指
定
校
が
２
校
以
上
あ
る
場
合
、
教
育
委

員
会
が
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
し
た
学
校
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
改
正
し
ま
す
。

２０

　

指
定
校
の
変
更
が
で
き
る
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
い
じ
め
へ
の
対
応

②
通
学
の
利
便
性
な
ど
地
理
的
な
理
由

③
部
活
動
な
ど
、
学
校
独
自
の
活
動
へ
の
以
降

④
そ
の
他
、
教
育
委
員
会
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
理
由

※
保
護
者
か
ら
の
変
更
の
申
し
立
て
が
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会

で
審
議
・
決
定
し
ま
す
。

■
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第　

回
町
教
育
委
員
会
開
催

１０
日本管楽合奏コンテスト

全国大会に出場
～日野中学校吹奏楽部～

 

　１１月３日、東京都文京シビック

ホールで開かれる、第１３回日本管

楽合奏コンテスト全国大会に、昨

年に引き続き日野中学校吹奏楽部

生徒２１人が出場します。どうぞご

声援ください。

　日野町では、該当する学校施設の第二次耐震診断を、各学校の大規模改修に併せて行いました。結果は
以下のとおりです。
　診断後、平成１２年１０月に鳥取県西部地震が発生しましたが、施設の主要部分に被害はなく、壁等の亀
裂の修復は完了しています。
　緊急度は低いですが、耐震補強工事を行うときには、第三次耐震診断を併せて行うこととします。

※なお、日野中学校は、昭和５６年の新耐震基準で建設した建物であり、今回該当しません。

診　断　結　果
耐震診断年度施　設　名学　校　名

緊急度判定安全評価

低耐震補強平成９年度教室棟（昭和４５年１２月建設）黒坂小学校

低耐震補強平成８年度教室棟（昭和４９年３月建設）根雨小学校
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９
月
８
日
～　

日
ま
で
、
韓
国

１３

安
城
市
で
開
か
れ
た
、
第　

回
安

１３

城
世
界
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
に
、
黒
坂
出
身
の
中
川
静
香
さ

ん
（
ナ
ガ
セ
ケ
ン
コ
ー
㈱
所
属
）

が
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
、
女

子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
で
第
３
位
、

女
子
団
体
の
部
で
は
準
優
勝
す
る

な
ど
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
世
界　

か
国
か
ら

４０

約
５
０
０
人
の
選
手
・
役
員
が
参

加
し
、
６
日
間
に
わ
た
っ
て
団
体

戦
・
個
人
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
か
ら
は
、「
皆
様
の

応
援
の
お
か
げ
で
、
シ
ン
グ
ル
ス

銅
メ
ダ
ル
、
団
体
銀
メ
ダ
ル
を
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
を
活
か
し
、
次
こ
そ
金
メ

ダ
ル
を
目
指
し
て
ま
す
ま
す
精
進

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も

故
郷
日
野
町
で
培
っ
た
技
術
を
世

界
で
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

今
後
の
活
躍
が
ま
す
ま
す
期
待
さ

れ
ま
す
。

 

インフルエンザの予防
　 

▼ウイルスをもらわない、うつさない
①こまめにせっけんで手を洗い、うがいをする
②部屋の乾燥を防ぐ
③外に出るときはなるべくマスクを着用する
④時々部屋の換気をする
　

▼体に抵抗力をつける
①バランスのとれた食事を３食きちんととる
②睡眠を十分にとる
③過度の厚着を避け、適度な運動をする

　６５歳以上の人、今年１２月３１日までに６５歳にな

る人を対象にインフルエンザ予防接種を行います。

　町内で予防接種が受けられる医療機関は以下の

とおりです。

　その他、西部地区市町村が委託する医療機関で
も受けられます。詳しくは役場健康福祉課（電話
７２‐０３３４）までお問合せください。
接種期間　１０月２２日～平成２０年１月３１日まで
自己負担金　１０００円（住民税非課税世帯は５００円）
▼インフルエンザ流行前の１２月上旬までに受ける
ことが望ましいです。▼予診票は自治会長を通じ
て対象者全員に配布します。

第１３回
安城世界ソフトテニス選手権

電話番号所在地医療機関名
７２‐０３５１野田３３２日野病院
７２‐０１４２根雨２２９松田医院
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外
国
人
の
講
師
を
招
き
、
外
国
の
こ
と

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

９
月　

日
、
日
野
国
際
交
流
協
会
（
小
谷
博

１８

徳
会
長
）
主
催
の
国
際
理
解
講
座
が
山
村
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
会
員
や
町
民
約

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２５
　

今
回
は
、
講
師
に
米
子
市
の
英
語
指
導

助
手
、
ノ
ー
マ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
さ
ん
を
迎
え
、

出
身
地
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

　

モ
ン
ロ
ー
さ
ん
は
、「
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
観

光
が
主
産
業
の
国
。
ま
た
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
陸
上
競
技
の
教
育
を
し
っ
か
り
受

け
る
の
で
、
優
秀
な
陸
上
選
手
も
多
く
生

み
出
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
話
し
、
気
さ
く

に
参
加
者
ら
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

「ブルーマウンテンコーヒー」など、手にとって参加者らに説明

ジ
ャ
マ
イ
カ
っ
て
ど
ん
な
国

　

貝
原
出
身
の
文
芸
評
論
家
、
生
田
長
江

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
、
生
田
長

江
顕
彰
会
・
白
つ
つ
じ
の
会
（
河
中
信
孝
会

長
）
主
催
の
入
門
セ
ミ
ナ
ー
が
、
９
月　

日
、

２９

延
暦
寺
（
根
雨
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
昭
和
女
子
大
学
日
本

文
学
博
士
課
程
の
中
田
親
子
さ
ん
を
迎
え
、

「
生
田
長
江
の
残
し
た
も
の
」と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
田
さ
ん
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
の

視
点
か
ら
、
長
江
と
平
塚
ら
い
て
う
ら
女

性
運
動
家
と
の
関
係
や
、
長
江
自
身
の
女

性
論
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
、
集
ま
っ
た

約　

人
の
参
加
者
ら
は
真
剣
に
耳
を
傾
け

４０
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
は
、
中
田
さ
ん
を
囲
ん
で
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
、
自
由
に
意
見
交

換
を
し
て
い
ま
し
た
。

延暦寺は長江が漢籍を学んだゆかりのある寺

ま
ち
の
誇
り
、
長
江
を
学
ぶ

第　

回
日
野
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会

２２
９
月　

日
（
根
雨
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

１７

▼
大
会
結
果

優　

勝　

福
米
西
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

河
崎
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位　

東
山
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

※
根
雨
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
Ａ
ゾ
ー

ン
第
３
位
、
優
秀
選
手
賞
に
国
重
幸
平

さ
ん

第　

回
日
野
町
杯
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

１９
９
月　

日
（
日
野
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

１７

野
田
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▼
大
会
結
果

小
学
生
Ａ
ク
ラ
ス　

優　

勝
＝
三
上
・
坂
本
ペ
ア

準
優
勝
＝
西
村
・
小
谷
ペ
ア

第
３
位
＝
木
村
・
長
尾
ペ
ア

小
学
生
Ｂ
ク
ラ
ス　

優　

勝
＝
名
越
・
山
本
ペ
ア

準
優
勝
＝
杠
・
長
尾
ペ
ア

第
３
位
＝
長
尾
・
稲
田
ペ
ア

中
学
生　

優　

勝
＝
西
村
・
頭
本
ペ
ア

準
優
勝
＝
槙
原
・
継
岩
ペ
ア

第
３
位
＝
安
達
・
稲
田
ペ
ア

一
般
Ａ
ク
ラ
ス　

優　

勝
＝
秋
葉
・
藤
田
ペ
ア

準
優
勝
＝
杉
本
・
松
本
ペ
ア

第
３
位
＝
音
田
・
杠
ペ
ア

一
般
Ｂ
ク
ラ
ス　

優　

勝
＝
長
尾
・
石
田
ペ
ア

準
優
勝
＝
行
田
・
小
谷
ペ
ア

第
３
位
＝
小
川
・
小
川
ペ
ア

秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
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平
成　

年
に
発
生
し
た
鳥
取
県
西
部
地

１２

震
の
教
訓
を
ま
ち
の
防
災
に
生
か
そ
う
と
、

　

月
６
日
、
全
町
一
斉
防
災
訓
練
が
行
わ

１０れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
午
前
９
時
に
震
度
６
強
の
地

震
が
発
生
し
た
想
定
で
行
わ
れ
、
ま
ち
は

直
ち
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
、
住
民
は

各
自
治
会
で
決
め
ら
れ
た
仮
避
難
所
に
避

難
し
ま
し
た
。
黒
坂
地
区
で
は
、
黒
坂
地

区
自
主
防
災
委
員
会
（
福
田
和
也
会
長
）
が

町
公
民
館
前
に
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

避
難
を
終
え
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
会
で
消
火
栓
や
消
火
器
を
使
っ
た
消
火

訓
練
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
消
火
栓
・
ホ
ー

ス
の
点
検
を
す
る
な
ど
、
い
つ
起
こ
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
へ
の
備
え
を
再
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
終
了
後
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
で
鳥
取
県
西
部
地
震
か
ら
７
年

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
主
催
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
部
地
震
で
の
課
題
が
そ
の
後
の
地
震

災
害
で
ど
う
生
か
さ
れ
た
か
な
ど
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
日
野

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
山
下
弘

彦
さ
ん
ら
県
内
の
関
係
者
を
始
め
、
中
越

地
震
、
中
越
沖
地
震
と
２
度
の
被
害
を
受

け
た
新
潟
県
長
岡
市
の
危
機
管
理
防
災
本

部
総
括
副
主
幹
・
小
嶋
洋
一
さ
ん
が
パ
ネ
リ

ス
ト
と
し
て
出
席
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
ら
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
の
体
験
を
も
と
に
意
見
を
交

換
し
合
い
、
町
内
外
か
ら
参
加
し
た
約
１

０
０
人
の
参
加
者
は
、
自
分
の
被
災
体
験

を
思
い
出
し
、
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

役場前では、給水車による給水訓練

　

月
６
日
は
「
日
野
町
防
災
の
日
」

１０

　

ま
ち
で
は
、
絵
本
を
通
し
て
親
子
で
温

か
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
、
赤

ち
ゃ
ん
に
絵
本
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
４
月
以
降
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
、
絵
本
２
冊
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
手
づ
く
り
の
木
の
お
も
ち
ゃ
と

バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
も
の
で
、　
１０

月
２
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
乳
幼
児
健
診
の
際
に
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護

者
に
品
物
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の

読
み
き
か
せ
や
図
書
館
の
利
用
案
内
も
あ

り
、
訪
れ
た
親
子
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
様

子
で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

赤ちゃんも絵本に興味津々

絵
本
と
お
も
ち
ゃ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

黒坂地区ではけが人の搬送・応急手当の訓練も

中越沖地震の状況を語る長岡市の小嶋さん（写真右）
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県
立
皆
生
養
護
学
校

学
校
公
開
の
ご
案
内

　　

県
立
皆
生
養
護
学
校
で
は
、
次

の
と
お
り
学
校
公
開
を
行
い
ま
す
。

作
品
展
を
開
い
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日
（
木
）、　

日

１０

２５

２６

（
金
）、　

日
（
月
）、　

日
（
火
）

２９

３０

場
所　

県
立
皆
生
養
護
学
校
（
米

子
市
上
福
原
７
‐　

‐
４
）

１３

問
合
せ　

県
立
皆
生
養
護
学
校

（
電
話
０
８
５
９
‐　

‐
６
５
７

２２

１
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

強
化
週
間

　　

法
務
局
お
よ
び
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
悩
み
を
持
つ
女

性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る
専
用
電

話
相
談
窓
口
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
を
、
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
期
間
中
の
１

週
間
を
強
化
週
間
と
し
、
開
設
時

間
を
延
長
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

男
女
差
別
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
ス
ト
ー

カ
ー
な
ど
の
相
談
や
困
っ
て
い
る

問
題
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　
　

月　

日
（
月
）
～　

月

１１

１２

１１

　

日
（
日
）

１８時
間　

平
日
＝
午
前
８
時　

分
～

３０

午
後
７
時
、
土
曜
日
・
日
曜
日
＝

午
前　

時
～
午
後
５
時

１０

電
話
番
号　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐

８
１
０

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
午

前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分
ま

３０

１５

で
、
こ
の
電
話
番
号
で
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２２

２
２
８
９
）

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
な
ど
の

再
放
流
を
禁
止

　　

水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
の
た

め
、
平
成　

年　

月
１
日
～
平
成

１９

１１

　

年　

月　

日
ま
で
の
期
間
、
捕

２０

１０

３１

ま
え
た
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
（
オ
オ
ク

チ
バ
ス
属
の
魚
）
お
よ
び
ブ
ル
ー

ギ
ル
を
再
び
そ
の
川
・
池
な
ど
に

放
す
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
す

　　
　

月　

日
か
ら
、
鳥
取
県
最
低

１０

２１

賃
金
が
１
時
間
６
２
１
円
に
改
正

さ
れ
ま
す
。

　

県
最
低
賃
金
は
、
業
種
や
規
模

お
よ
び
常
用
、
臨
時
、
ア
ル
バ
イ

ト
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
雇

用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
の

事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働
者
と

そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
最
低
賃
金
額
に
は
、
次

の
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当

②
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

③
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金

④
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働
お
よ

び
深
夜
労
働
の
割
増
賃
金

問
合
せ　

鳥
取
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
電
話
０
８
５
７
‐　

‐
２９

１
７
０
５
）
ほ
か
、
各
労
働
基
準

監
督
署

町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
」
休
館
の
お
知
ら
せ

　　

日
野
町
交
流
セ
ン
タ
ー
「
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
」
は
、
㈲
フ
レ
ッ
シ
ュ

ひ
の
を
指
定
管
理
者
と
し
て
営
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
９
月　

日
３０

を
も
っ
て
指
定
管
理
を
解
除
い
た
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、　

月
１
日
か
ら
当
分
の
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

１０

　

営
業
再
開
ま
で
の
間
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



17 広報ひの

 

３
．
ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク

　

看
護
師
不
足
を
考
え
る
際
、
数

と
同
様
に
仕
事
量
も
重
要
な
因
子

で
す
。
最
近
、
看
護
業
務
量
の
客

観
的
評
価
法
と
し
て 
「
看
護
必
要

度
」
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
日
野

病
院
で
は
こ
の
方
法
に
よ
る
看
護

業
務
量
評
価
は
行
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ち
な
み
に
、
看
護
必
要
度
は

す
で
に
診
療
報
酬
の
特
定
集
中
治

療
室
管
理
料
や
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
入
院
医
療
管
理
料
を
得
る
た
め

の
要
件
と
し
て
導
入
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
来
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
お

け
る
７
:
１
入
院
基
本
料
算
定
基

準
の
見
直
し
に
も
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
日
野
病
院
看
護
師
の
仕

事
量
を
類
推
す
る
た
め
、
今
年
４

月
に
日
野
病
院
労
働
衛
生
委
員
会

が
行
っ
た
日
野
病
院
職
員
ス
ト
レ

ス
度
チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー
タ
を
分
析

し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
調
査
に

は
旧
労
働
省
「
作
業
関
連
疾
患
の

予
防
に
関
す
る
研
究
班
」
ス
ト
レ

ス
測
定
研
究
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し

た
職
業
性
ス
ト
レ
ス
簡
易
調
査
票

を
用
い
ま
し
た
。
図
１
は
日
野
病

院
看
護
師
を
１
つ
の
集
団
と
し
て

作
成
し
た
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判
定

図
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
心
理
的

な
ス
ト
レ
ス
要
因
が
看
護
師
の
ス

ト
レ
ス
や
健
康
リ
ス
ク
に
ど
の
程

度
影
響
を
与
え
て
い
る
か
が
判
定

で
き
ま
す
。
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
判

定
図
の
詳
細
に
つ
い
て
は
割
愛
し

ま
す
が
、
興
味
を
お
持
ち
の
方
は

東
京
医
科
大
学
公
衆
衛
生
学
講
座

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www

.tokyo-med.ac.jp/ph/ts/in
dex.html

 
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
結

論
と
し
て
は
、
日
野
病
院
看
護
師

の
健
康
リ
ス
ク
は
１
１
２
で
あ
り
、

疾
病
休
業
な
ど
の
健
康
問
題
が
起

き
る
リ
ス
ク
が
全
国
一
般
と
比
較

し
て　

㌫
大
き
い
と
う
も
の
で
し

１２

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
健
康
リ
ス
ク

の
上
昇
に
は
「
自
覚
的
な
仕
事
の

量
的
負
担
」
が
強
く
関
与
し
て
い

ま
し
た
。
従
っ
て
、「
自
覚
的
」
と

は
い
え
現
在
の
日
野
病
院
看
護
師

の
仕
事
量
は
過
大
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
よ
う
で
す
。

　

ス
ト
レ
ス
度
チ
ェ
ッ
ク
の
デ
ー

タ
を
分
析
す
る
過
程
で
も
う
1
つ

興
味
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

図
２
は
「
働
き
が
い
」
を
「
高
い
」、

「
普
通
」、「
や
や
低
い
」、「
低
い
」

の
4
段
階
の
レ
ベ
ル
で
表
し
、
そ

の
人
数
の
割
合
を
各
部
署
で
比
較

し
た
も
の
で
す
。「
働
き
が
い
」
の

レ
ベ
ル
を
「
や
や
低
い
」、「
低
い
」

と
し
た
人
数
は
い
ず
れ
の
部
署
で

も　

㌫
未
満
で
あ
り
、
日
野
病
院

２０
看
護
師
全
体
と
し
て
の
働
き
が
い

は
失
わ
れ
て
は
い
な
い
よ
う
で
す
。

逆
に
言
え
ば
、
働
き
が
い
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
仕
事
量
の
多
さ
に
耐

え
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、「
高
い
」
レ
ベ
ル
の
「
働

き
が
い
」
を
感
じ
て
い
る
人
の
割

合
に
は
明
ら
か
に
部
署
に
よ
る
違

い
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
の
か

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

 
病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　

― 
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
③ 
―

日野病院長　櫃田　豊

　

こ
の　

月
に
米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
か

１０

ら
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
整
形
外
科
医
の
常
勤
医
が
一

人
の
病
院
に
勤
務
し
た
事
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
不
安
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
他

の
先
生
方
や
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々

と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

月
か
ら
勤
務
し
て
い
ま
す
。
米
子

１０
市
出
身
で
す
。
消
化
器
内
科
を
中
心
に

内
科
の
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
野
病
院
で
は
、
在
宅
医
療
を
中
心

に
診
療
さ
せ
て
頂
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
少
し
で

も
町
民
の
皆
様
の
健
康
問
題
に
関
し
て

お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
に
鳥
取
大
学
附
属
病
院
か
ら
転

勤
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
も
日
野
病
院

に
勤
務
し
て
お
り
、
約
1
年
ぶ
り
に

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
精
一
杯
地
域

医
療
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



第
８
回
お
し
ど
り
学
園

　

日　

時　
　

月　

日
（
木
）

１１

２２

　
　
　
　

午
前
９
時　

分
～

３０

場　

所　

町
公
民
館

内　

容　

鏡
山
城
に
つ
い
て

講　

師　

町
歴
史
研
修
会

　
　
　
　

会
長　

牧
智
也
氏

問
合
せ　

町
公
民
館
（
電
話 　

‐
７４

　
　
　
　

０
２
１
２
）

そ
の
他　

当
日
は
町
営
バ
ス
を

　
　
　
　

臨
時
運
行
し
ま
す
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９
月　

日
、
町
公
民
館
で
第
６

２１

回
お
し
ど
り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
教
養
講
座
の
テ
ー

マ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
日
野
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
山
田
利
美
さ
ん
の
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

山
田
さ
ん
は
、「
仲
間
づ
く
り

を
通
じ
て
、
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
、
楽
し
い
活
動
に
取
り
組
む

こ
と
で
生
活
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ

い
て
、
自
ら
の
経
験
な
ど
を
ふ
ま

え
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
住
民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
セ
ン
タ
ー
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
や
こ
れ
か
ら
活
動
を
始
め
よ
う

と
思
っ
て
い
る
人
の
交
流
の
場
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
や
相
談
、

活
動
場
所
の
提
供
な
ど
活
動
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
所
で
す
」
と
セ

ン
タ
ー
の
概
要
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
私
た
ち
が
ぼ
ん
や
り
と

し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
で
す
が
、
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
山
田
さ
ん
は
、

①
自
発
性
＝
特
別
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、

日
々
の
生
活
の
中
で
自
然
に
取
り

組
ま
れ
る
も
の
と
い
う
こ
と
。

②
自
主
性
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
人
間
と
し
て
あ
た
り
ま
え
の
行

為
を
、
自
分
の
意
思
で
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
。

③
無
償
性
＝
利
益
を
期
待
し
て
行

う
も
の
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て

自
分
自
身
の
生
活
及
び
人
生
を
豊

か
に
す
る
と
い
う
こ
と
。

④
公
共
性
・
社
会
性
＝
お
互
い
を

助
け
合
う
も
の
で
あ
り
、
誰
も
が

困
っ
た
人
を
助
け
、
自
分
も
困
っ

た
と
き
は
助
け
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
。

⑤
先
駆
性
・
創
造
性
＝
自
分
ひ
と

り
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
の
友
達
と
一
緒
に
考
え
行

動
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う

こ
と
。
こ
の
５
つ
の
考
え
方
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
難
し
い
こ

と
で
は
な
い
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
相
手
の
気

持
ち
を
大
切
に
す
る
こ
と
・
秘
密

を
守
る
こ
と
・
謙
虚
さ
も
必
要
な

ど
の
心
が
け
も
必
要
と
い
う
こ
と
、

さ
ら
に
、「
地
域
づ
く
り
や
観
光
、

教
育
な
ど
今
こ
そ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
活
か
し
た
新
た
な
町
づ
く
り
と

地
域
の
自
立
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
、
高
齢
者
の
経
験
と
知
識

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え

ま
し
た
。

　

最
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

手
続
き
に
つ
い
て
も
説
明
、
学
園

生
に
と
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
い
う
も
の
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

生
活
を
生
き
い
き
と

 

第
６
回
お
し
ど
り
学
園

　１１月２２日（木）から２５日（日）まで、第８回
公民館まつりを開きます。
　お誘いあわせ、お越しください。
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町
公
民
館
で
は
、
ふ
れ

あ
い
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
出

展
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

創
作
活
動
を
出
展
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

絵
画
、
写
真
、
書
な
ど

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
青
少
年
育
成
会
（
柴
原
保
明

会
長
）
で
は
、
９
月　

日
か
ら　

１８

２１

日
ま
で
の
４
日
間
、
Ｊ
Ｒ
根
雨
駅

前
で
「
高
校
生
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
さ

わ
や
か
運
動
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
大
人
が
見
本

と
な
り
、
あ
い
さ
つ
・
声
か
け
な

ど
を
し
て
青
少
年
を
感
化
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
に
し
た
運
動
で
、
ご

存
知
の
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
で
は
、
通
学
し
て
く

る
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

通
勤
す
る
大
人
へ
も
あ
い
さ
つ
を

行
い
、
大
人
も
変
わ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
育
成
会
は
今
後
も

様
々
な
青
少
年
育
成
に
係
わ
る
活

動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

▼町青少年育成会活動報告

朝のあいさつでマナーアップ

町公民館の使用手続き
　

　公民館を使用される方は、使用する３日前まで
に申請書を公民館へ提出してください。
●使用できる日：年末年始（１２月２９日から１月３日）を
除く日
●使用できる時間：午前８時３０分から午後１０時まで
●料金：町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後５時３０分まで開
放しています。図書室もありますので、お気軽にお立
ち寄りください。

　町公民館では、読者の皆さんからの
投稿をお待ちしています。 教育問題、
生涯学習、子育て、環境問題、スポーツ
に関すること、風物、趣味の紹介など、
なんでも結構です。

▼字数：４００字程度　▼形態：住所、氏
名、年齢、電話番号を明記のうえ、手紙
またはハガキでお送りください
▼送り先　〒６８９-５１３１  黒坂１２４３-１　
日野町公民館「公民館だより」係

投
稿
募
集

青
パ
ト
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

地
域
防
犯
・
生
活
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
（
通
称
＝
青
パ
ト
）

で
は
、
子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
を
不
審
者
か
ら
守
る
パ
ト
ロ
ー

ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

車
に
乗
っ
て
町
内
を
回
っ
て
く
だ
さ
る
人
、
下
校
時
に
通
学

路
に
立
っ
て
く
だ
さ
る
人
な
ど
、
会
員
の
中
で
も
活
動
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
と
い
う
同
じ
目
的
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

不
審
者
に
よ
る
事
件
を
未
然
に
防
ぎ
、
全
町
・
各
地
区
で
多
く

の
会
員
の
力
で
、
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
は
、
協
議
会
事
務
局
（
町
公
民

館　

‐
０
２
１
２
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

７４
し
ま
す
。

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
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あ も の か ど ご ご  じ

ろうじん いこい い え  こ う し あだち としこ

もっこう に ち す い ごぜん

り ん ぽ か ん しばた みちあき

い ば な に ち  き ん ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

か ぷん

あしわ すずこ

き が る  さ ん か  くわ

　
 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 

予
定 

よ
て
い

１１

▼ 思 い 出 の 一 
おも で いち

 枚 を 飾 ろう
まい かざ

　

　９ 月 １９ 日 、 写真 
がつ にち しゃしん

 立 て 作 りを、 下榎  
た づく しもえのき

 集会所 で 行 いまし
しゅうかいしょ おこな

た。

　 夏休 みに 親子 で
なつやす おやこ

も 作 りましたが、 好 
つく こう

 評 だったので 今回 
ひょう こんかい

は、いろいろな 年代 の 方 に 参加 していただ
ねんだい かた さんか

き、 楽 しく 作業 を 進 めました。
たの さぎょう すす

　 前回 は、ガラスを 入 れて 仕上 げましたが、
ぜんかい い しあ

 新 たにコルクボードをガラスに 代 えて 入 れ、
あら か い

メモなどをピンで 留 められるように 工夫 し
と くふう

てみました。

▼ 
日
本 
の 
伝
統 
、
わ
ら
ぞ
う
り 
作 
り

に
ほ
ん 

で
ん
と
う 

づ
く

 　
 

隣
保
館  
交
流  事
業 
の 
一
環 
と
し
て
、　

 
月 
３ 
日 
、

り
ん
ぽ
か
ん 

こ
う
り
ゅ
う 
じ
ぎ
ょ
う 

い
っ
か
ん 

が
つ 

か

１０

 
老
人  
憩 
の 
家 
で
、
わ
ら
ぞ
う
り 
作 
り 
交
流
会 
を 
開 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え 

づ
く 

こ
う
り
ゅ
う
か
い 

ひ
ら

き
ま
し
た
。

　
 

秋
晴 
れ
と
な
っ
た
こ
の 
日 
は
、 

地
区  
内
外 
か
ら
、

あ
き
ば 

ひ 

ち
く 

な
い
が
い

　
 
人 
が 
参
加 
し
、 

下
榎 
の 
石
田  
三
千
人 
さ
ん
の 
指 

に
ん 

さ
ん
か 

し
も
え
の
き 

い
し
だ 

み
ち
ひ
と 

し

１５
 
導 
で
、 

荷
造 
り 
紐 
で
「
ぞ
う
り
」
を 
作 
り
ま
し
た
。

ど
う 

に
づ
く 

ひ
も 

つ
く

　
 

日
野  
高
校 
の
ペ
リ
ー 
先
生 
も
参
加
し
、 

日
本 
の

ひ
の 

こ
う
こ
う 

せ
ん
せ
い 

に
ほ
ん

 
文
化 
を 
学 
ぼ
う
と 
一
生
懸
命  
取 
り 
組 
み
ま
し
た
。

ぶ
ん
か 

ま
な 

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い 

と 

く

　
 

一
番  
難 
し
か
っ
た
の
は
、 

鼻
緒 
の
紐
を
な
う

・

・

こ

い
ち
ば
ん 
む
ず
か 

は
な
お

と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
な
か
な
か 
思 
う
よ
う
に
で

お
も

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

指
導
者 
に 
手
伝 
っ
て
も
ら

し
ど
う
し
ゃ 

て
つ
だ

い
な
が
ら
、
な
ん
と
か 
仕
上 
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
あ

し
た
。　
　

　
 

時
間
内 
に 
片
方 
を
作
る
の
が
や
っ
と
で
し
た
が
、

じ
か
ん
な
い 

か
た
ほ
う

こ
れ
を 
機
会 
に 
続 
け
て
い
た
だ
き
、
日
本
の
文
化

き
か
い 

つ
づ

の 
一 
つ
と
し
て
、 

伝 
え
ら
れ
れ
ば 
良 
い
で
す
ね
。

ひ
と 

つ
た 

よ

 
全
国  
隣
保
館  
協
議
会  
中
国 
ブ
ロ
ッ
ク 
女
性  
研
修
会 
・

ぜ
ん
こ
く 

り
ん
ぽ
か
ん 

き
ょ
う
ぎ
か
い 
ち
ゅ
う
ご
く 

じ
ょ
せ
い 
け
ん
し
ゅ
う
か
い

 
第 
５ 
回 
全
国
女
性
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

だ
い 

か
い

　

９ 
月 　
 
日 
・　

日
の
２ 
日  
間 
、 

倉
吉 
シ
テ
ィ
ホ
テ

が
つ 

に
ち 

か 

か
ん 

く
ら
よ
し

２７

２８

ル
で 
全
国  
女
性
研
修
会 
が 
開 
か
れ
、
さ
ら
な
る 
変
革 

ぜ
ん
こ
く 
じ
ょ
せ
い
け
ん
し
ゅ
う
か
い 

ひ
ら 

へ
ん
か
く

 
期 
を
む
か
え
た 
隣
保
館  
活
動 
に
あ
ら
ゆ
る 
可
能
性 

き 

り
ん
ぽ
か
ん 

か
つ
ど
う 

か
の
う
せ
い

を
さ
ぐ
り
、 
時
代 
が 
要
請 
す
る
隣
保
館
活
動
を
め
ざ

じ
だ
い 

よ
う
せ
い

そ
う
と
、 

約 
２
０
０ 
人 
が 
参
加 
し
ま
し
た
。

や
く 

に
ん 

さ
ん
か

　

１ 
日
目 
は 
全
体
会 
で
、 

記
念
講
演 
と
し
て
、「 
部 

に
ち
め 

ぜ
ん
た
い
か
い 

き
ね
ん
こ
う
え
ん 

ぶ

 
落
問
題 
を 
見 
つ
め
な
お
し
て
― 
期
限  
後 
の
隣
保
館

ら
く
も
ん
だ
い 

み 

き
げ
ん 

ご

活
動
へ
の 
期
待 
」
と 
題 
し
、 
近
畿  
大
学  
人
権
問
題
研 

き
た
い 

だ
い 

き
ん
き 

だ
い
が
く 

じ
ん
け
ん
も
ん
だ
い
け
ん

 
究
所
教
授 
の 
奥
田  
均 
さ
ん
が
、
大
学
で 
夏
休 
み
の

き
ゅ
う
し
ょ
き
ょ
う
じ
ゅ 

お
く
だ 

ひ
と
し 

な
つ
や
す

 
課  
題 
の 
報
告 
の
な
か
で 
学
生 
に 
教 
え
ら
れ
た
こ
と

か 

だ
い 

ほ
う
こ
く 

が
く
せ
い 

お
し

な
ど
を 
織 
り
ま
ぜ
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

お

　

２ 
日
目 
は 
分
科
会 
で
、
▼
こ
れ
か
ら
の
隣
保
館
の

か　

め 

ぶ
ん
か
か
い

あ
り 
方 
▼
こ
れ
か
ら
の
隣
保
館 
職
員 
と
し
て
の
あ

か
た 

し
ょ
く
い
ん

る
べ
き 
姿 
▼
「 
地
域
交
流
活
動 
～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン

す
が
た 

ち
い
き
こ
う
り
ゅ
う
か
つ
ど
う

テ
ィ
ア 
等 
と
の 
連
携 
」
に
つ
い
て
▼
「
コ
ミ
ュ
ニ

と
う 

れ
ん
け
い

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
～ 
非
言
語 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

ひ
げ
ん
ご

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
の
４
分
科
会
に 
分 
か
れ
、
そ
れ

わ

ぞ
れ 
討
議 
し
ま
し
た
。

と
う
ぎ

　
　
 
月 　
 
日 
（ 
土 
）・　
 
日 
（ 
日 
）
の
２ 
日  
間 
、

が
つ 

か 

ど 

に
ち 

に
ち 

か 

か
ん

１１

２４

２５

 
町  
解
放  
文
化
祭 
を 
開 
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う 
か
い
ほ
う 

ぶ
ん
か
さ
い 

ひ
ら

　
 
今
年
度 
は
、 

人
権 
セ
ン
タ
ー
と
し
て 
第 
１ 
回
目 

こ
ん
ね
ん
ど 

じ
ん
け
ん 

だ
い 

か
い
め

の
文
化
祭
で
も
あ
り
、
人
権
に 
関 
わ
る 
団
体 
か
ら

か
か 

だ
ん
た
い

そ
れ
ぞ
れ 
１
人 
ず
つ 
実
行
委
員 
に
な
っ
て
い
た
だ

ひ
と
り 

じ
っ
こ
う
い
い
ん

き
、 

前
年
度 
の 
反
省
会 
の 
意
見 
な
ど
も 
参
考 
に
、

ぜ
ん
ね
ん
ど 

は
ん
せ
い
か
い 

い
け
ん 

さ
ん
こ
う

　
 

人 
の 
委
員 
で 
開
催 
に 
向 
け
て 
会 
を 
重 
ね
ま
し
た
。

に
ん 

い
い
ん 

か
い
さ
い 

む 

か
い 

か
さ

２０
　
 
会
場 
は 
隣
保
館 
・ 
集
会
所 
に 
加 
え
、 

老
人
憩 
の

か
い
じ
ょ
う 

り
ん
ぽ
か
ん 

し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

く
わ 

ろ
う
じ
ん
い
こ
い

 
家 
で
も 
催 
し
も
の
を
開
く 
予
定 
で
す
。 

町
民 
の 
皆 

い
え 

も
よ
お 

よ
て
い 

ち
ょ
う
み
ん 

み
な

さ
ん
、
ご 
家
族 
ご 
近
所 
お 
誘 
い
あ
わ
せ
て
お 
越 
し

か
ぞ
く 

き
ん
じ
ょ 

さ
そ 

こ

く
だ
さ
い
。

　
 

詳 
し
く
は
、 

下
榎 
隣
保
館
に
お
問
合
せ
く
だ

く
わ 

し
も
え
の
き

さ
い
。
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

●図書館おはなし会
１１月１７日（土）１０：００～

場所：図書館絵本コーナー
■秋を楽しむ本、わらべうたなど
　

１１月２５日（日）１３：３０～
場所：町公民館

●木のおもちゃづくり
１１月２５日（日）９：３０～

場所：町公民館

●サイエンスアカデミー講座
１１月２４日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー

●町歴史研修会公開講座
１１月１５日（木）１０：００～

場所：山村開発センター　
■テーマ：「天保村絵図について」
講師：杉本良巳さん　※参加無料

　　　
　　　　（日）１０：３０～
 

会　場　ひのっこ保育所
内　容　 「ポッケのワンピース」
　　　　「モンモとバンバはいつもいっしょ」
参加費　５００円（大人・子ども共通）※先着５０人まで受付けます

申込み　町文化センター（電話７２‐１３００）

第
６
回
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
神
々
の
詩
」

　

月
公
演
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
す　

１２

!!

　

今
回
は
、
日
野
の
里
を
舞
台
に
し
た

人
間
界
と
神
々
の
世
界
を
描
い
た
物
語
で
す
。

現
在
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で　

人
の
出
演
者
と
ス
タ
ッ
フ
が

３４

本
番
に
向
け
て
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
乞
う
ご
期
待
！

１１月１日（木）～２９日（木）

１１月２日（金）１４：００～ 
 

１１月４日（日）９：００～ 
　

１１月２３日（祝）１３：３０～ 

▼
好
評
で
し
た

「
お
ひ
さ
ま
劇
場
」

　　

親
子
で
ア
ー
ト
を
楽
し
む
会

「
お
ひ
さ
ま
」
主
催
の
人
形
劇

を
、
８
月　

日
、
ひ
の
っ
こ
保

２１

育
所
と
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２

会
場
で
上
演
し
ま
し
た
。

　

生
の
人
形
劇
に
、
子
ど
も
た

ち
は
目
を
輝
か
せ
て
観
賞
し
て

い
ま
し
た
。

１１
４／

とっとりのアートスタート２００７

と　き　１２月１６日（日）
　　　　昼・夜２回公演

▼チケットは１１月１０日から販売
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届
出　

９
月　

日
～　

月　

日   
敬
称
略

１１

１０

１０

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

９
月
届
出
分

兼
田　

佳
奈　
　
佳
則
・
し
の
ぶ  
女
の
子  

本
郷

　
　

月
届
出
分

１０
亀
田
心
太
郎　
　

大
輔
・
知
恵  
男
の
子  

下
榎

　
お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　

（
年
齢
）　
 　

（
住
所
）

　

９
月
届
出
分

安
達　

一
男　
　
　

歳　
　

下
菅

６８

久
古　

愛
子　
　
　

歳　
　

根
雨

８３

川
端　

金
二　
　
　

歳　
　

舟
場

７９

石
田　

耕
二　
　
　

歳　
　

中
菅

５７

　
　

月
届
出
分

１０
金
川　

昭
子　
　
　

歳　
　

舟
場

７２

小
谷　

春
治　
　
　

歳　
　

津
地

８５

式
地　

俊
夫　
　
　

歳　
　

根
雨

５９

■この１０月号は、
いつもより４ペー
ジ多い２４ページ■
必然的に（？）残業
時間も増えるわけ
ですが、夜の帰宅途
中でも外はほのか
なキンモクセイの
香り■秋の深まり
と田舎暮らしの良
さを実感します (i)
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　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　朝夕の涼しさが秋の深まりを感じさせる季節に
なりました。
　９月はまだ暑い日もありましたが、外の日陰は
気持ち良い風も吹き、砂遊びを楽しみました。
　１１月は町公民館にも出かけます。お天気がよけ
れば公民館の周りを散歩したいと思います。
　ぜひお誘い合わせのうえお出かけください。

　ひのっこ保育所　担当　音田
　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●１１月の予定
　

　１１月７日（水）：町図書館からのおはなし会　
　

　１１月１４日（水）：折り紙遊び
　

　１１月２１日（水）：都合によりお休みします
　

　１１月２８日（水）：散歩 (町公民館で開きます）
　　　　　　　　　(雨天時はお絵かき )
　　　　　　　　　保健師による育児相談

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

夕
づ
つ
や
民
話
の
里
の
風
涼
し　
 

（
講
師
）
谷   　

悦
子

　　

子
か
ま
き
り 
柔 
き
鎌
も
て
い
か
く
す
る  　
 

安
達
つ
る
ゑ

や
わ

　　

夏
帽
子
良
く
似
合
い
け
り
師
の
笑
顔　
      

荒
木　

習
子

　　

夕
涼
み
卓
を
か
こ
み
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー     
梅
林　

春
子

　　
 
酔 す

い 
芙
蓉 

ふ
よ
う 

寺
苑 
に
こ
ぼ
れ
法
話
の
日  　
 　

勝
瀬　

京
子

じ
え
ん

　　

虫
の
声 
歩 
を
ゆ
る
や
か
に
門
を 
閉 
ず 　
   

川
上　

文
子

ほ 

と

　　

リ
ハ
ビ
リ
を
重
ね
て
い
つ
し
か
秋
は
じ
め　  　

久
城　

霞
渓

　
　

　
「
秋
で
す
ね
」
夕
空 
美 
し
く
ひ
と
り
言   
徳
本
千
鶴
子

は

　　

横
向
き
も
屈
む
も
あ
り
て 
案
山
子 
立
つ　
  
真
壁
富
貴
枝

か

が

し

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

　地域住民の健康増進などに貢献した団体を表彰する、
文部科学省の平成１９年度生涯スポーツ優良団体表彰に
おいて、まちの総合型地域スポーツクラブＤｏ・スポー
ツが表彰されました。おめでとうございます。

表
彰
状
と
楯
を
前
に
し
た
森
田
勝
彦
会
長
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ＮＯＶＥＭＢＥＲ（霜月）

月１９木 １
子宮がん･乳甲状腺がん検診　開発センター
受付：午後１時～午後２時 (詳細は９ページ )火２０金 ２
子宮がん･乳甲状腺がん検診　開発センター
受付：午後１時～午後２時 (詳細は９ページ )

水２１文化の日土 ３

古紙の収集日（全町）日 ４

隣保館木工講座　下榎隣保館　午前９時～健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ５

全町の可燃ごみを収集します木２２人権相談  開発センター　午後１時～午後３時

町公民館まつり (２５日まで )　町公民館
（おしどり学園　午前９時３０分～）

まちづくり説明会　町公民館　午後７時～火 ６
勤労感謝の日（可燃ごみの収集は休みます）
※２２日に金曜日収集の地区も収集します金２３法律相談　開発センター　午後１時～

申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）１１月２日〆切

隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～

乳児健診、ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

町解放文化祭 (２５日も )　下榎隣保館ほか土２４不燃ごみの収集日（全町）水 ７
隣保館リフォーム講座
下榎集会所　午後１時３０分～木 ８

日２５まちづくり説明会
開発センター　午後７時～

金 ９

月２６隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土１０
歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分

火２７日１１

ペットボトル・不燃粗大ごみの収集日（全町）水２８月１２

木２９火１３
国民健康保険税５期分、介護保険料５期分
納期限金３０行政相談　開発センター　午前９時～正午水１４

資源ごみの収集日（全町）

木１５

金１６

土１７

日１８

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 ( 夜間・休日）　72‐0331

 

（町内の展示コーナーを紹介します）
■蔵美術館　 　１０月２７日～
１１月末まで
■山陰合同銀行根雨支店　
　～１１月９日まで １１月１２
日～１２月７日まで
■県西部地震展示交流センター　

　１１月末まで
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昨
年
よ
り
３
日
早
い　

月
３
日
、
オ
シ
ド

１０

リ　

羽
を
確
認
し
ま
し
た
。
羽
根
の
色
は

６０
良
く
な
い
け
れ
ど
、
１
か
月
も
す
れ
ば
立
派

に
変
身
し
ま
す
。
時
期
が
来
れ
ば
南
下
し

て
く
る
オ
シ
ド
リ
。
自
然
界
の
不
思
議
な

営
み
で
す
。
い
よ
い
よ
オ
シ
ド
リ
の
シ
ー

ズ
ン
到
来
。
今
年
も
一
番
に
町
民
の
皆
様

を
オ
シ
ド
リ
観
察
に
ご
招
待
し
ま
し
ょ
う
。

ど
な
た
様
も
オ
シ
ド
リ
案
内
人
と
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

シ
ー
ズ
ン
到
来

③
④

▼
財
政
再
建
を
み
ん
な
の
手
で

　

近
年
の
天
候
は
何
か
異
常
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

皆
さ
ん
は
ど
う
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
か
。

　

こ
の
天
候
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
日
本
中
で
考
え
ら
れ

な
い
よ
う
な
事
件
が
次
々
と
起
き
て
い
ま
す
。
困
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
で
は
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
９
月　

日
を
も
っ
て
、
下
榎
の
「
町
交
流
セ
ン
タ
ー
・

３０

リ
バ
ー
サ
イ
ド
ひ
の
」
を
一
時
閉
館
と
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
「
㈲
フ
レ
ッ

シ
ュ
ひ
の
」
の
経
営
が
思
わ
し
く
な
く
、
指
定
管
理
者
の
指
定

解
除
申
請
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
当
分
の
間
、
当
施
設
を

閉
鎖
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
、
こ
の
交
流
セ
ン
タ
ー
を

将
来
に
向
け
て
ど
う
す
る
の
か
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
も
聞
き
な

が
ら
検
討
を
重
ね
、
早
期
再
開
に
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
先
の
９
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
平
成　

年
度
歳

１８

入
歳
出
決
算
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

町
議
会
で
は
、
決
算
認
定
に
あ
た
っ
て
、
歳
入
で
は
特
に
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
を
は
じ
め
と
し
た
滞
納
金
総
額
約
１

億
円
余
の
徴
収
を
強
く
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
町
の
財
政
再
建

に
向
け
て
、
自
主
財
源
の
乏
し
い
中
、
最
大
の
課
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
経
費
節
減
の
努
力

が
み
え
る
が
、
今
後
さ
ら
に
努
力
さ
れ
た
い
と
の
指
摘
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
初
予
算
約
２
億
５
千
万
円
の
赤
字
で
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、
決
算
で
は
赤
字
額
約
２
６
０
０
万

円
ま
で
縮
減
で
き
た
こ
と
に
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
め
ば
、
財
政
再
建
は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
思
い

で
す
。
近
々
最
新
の
財
政
推
計
を
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
ま
す

の
で
、
説
明
会
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。　
（　
 

月 
７
日
記
）

１０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第１９回

『至福の幸せ、いつまでも君を離さないぞ』
撮影●石橋省三さん（島根県益田市）
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